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古紙配合率100％再生紙を使用しています※乱丁、落丁などの不良品がありましたらご連絡ください。新しいものとお取り替えいたします。

塩化ビニル環境対策協議会 Japan PVC EnvironmentaI Affairs Council
〒104-0033　東京都中央区新川1-4-1（住友六甲ビル8F）  TEL 03（3297）5601　FAX 03（3297）5783

お問い合わせ先

編集後記
本号の76号で編集長を退任いたします。平成4年の創刊号から約20年間担当。お会いして下さった多くの方々や暖かくご支

援下さった方々に心より感謝申し上げます。長い間、有難うございました。発行継続を祈念いたしまして、ご挨拶といたします。

「トップニュース」では、神奈川県の建設リサイクル資材の認定制度の紹介。グリーン購入法の特定調達品目について条件をみたせば、「率先

利用認定資材」と認定。「排水・通気用再生硬質塩化ビニル管」が認定資材。選ばれた製品は、公共工事で特記仕様書などにより必ずこの資材

の中から選ぶように受注業者に求めるもの。他の自治体に同様の取り組みが広がることが期待されます。

「視点・有識者に聞く」では、弁護士の佐藤泉氏にご登場頂きました。「循環型社会への論点として廃棄物処理、3Rをどうすすめるか」の題目。

強調されたポイントは「循環型社会とは廃棄物はすべて捨てられたものであるという考えから、資源であるという考えに転換すること、そしてリ

スク管理をしながら賢く利用していく社会」また「廃棄物処理法もリサイクル法も根本から見直さなければならない。法律は守るだけでなく、変

えていかなければならない」。法律専門家の示唆に富んだお話で大いに同感。今後も弛まぬ提案活動が期待されます。

「インフォメーション」「断熱改修の施主の声から－快適・安全・健康・エコ一体の満足度」の紹介。

厳しい東北の冬の寒さをシャットアウトして、快適・安全・健康・エコの四位一体の高断熱高気密住宅。断熱改修された施主のご夫婦から「こ

の快適さは住んでみないと分からない」と大きな声で強調。取材班もこの住宅の快適性を体感して「塩ビサッシ・塩ビサイディングも大きな役割」

も実感。快適住宅の普及活動を支援していきたいと思います。 （佐々木 慎介）
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